初出：日本カリキュラム学会編「現代カリ

　　　　　キュラム事典」ぎょうせい刊
　数学教育現代化は永遠の課題

    —生活・経験主義に陥らないためにー

数学教育の現代化  new mathematics (英）

[用語の由来] 　旧ソ連の人工衛星スプ−トニ

クの打ち上げ成功（1957年）のショックを

契機に、米国は科学技術教育の振興を国防政

策の一環に位置づけ、現代科学の構造を教育

内容に導入する改革を推進し、SMSG（学校

数学研究グループ）の教科書をはじめ理化学

の教科書・プログラムの開発を行った。

  日本では、SMSGの影響を受けた日本数学

界と数学教育界の一部が主導した集合ブーム、

関数ブームを受け、1967（昭和42）年、文

部省の教育課程審議会（教課審）が現代化を

答申したが、民間教育研究団体の数学教育協

議会（数教協）が1960（昭和35）年に独自

にそれを既に唱えていた。

[数教協と教課審の現代化]  数教協は、現代化

を、教師と数学者の協力によって（１）現代

数学（2） 数学史（3） 発達心理学の３本の

柱で綜合的に広くとらえる、とした。教課審

のそれは、集合・関数・確率ほか現代数学概

念を小学校段階から導入する一方、数学と教

育を別とする考えや数学的見方考え方を強調

する教育用、学校用にこだわっていた。

[現代化のその後]   数教協の現代化は水道方

式による計算体系、量の体系他に結実、今な

お模索し続けている。文部省版のそれは実施

5年後には日本数学教育会で軌道修正が論議

され、8 年後には教課審自ら現代化教材を削        

除した。米国でも、推進していたSMSGは

1974 年には解散し、すでに失敗していた。

現代化の失敗は、1971（昭和46） 年から

使われた算数教科書が、難問による数学的見

方考え方の「鍛練」と、雑多な教材内容の詰

め込みを招き、「新幹線授業」と揶揄された

スピード授業を教師と子供に強いて「落ちこ

ぼし」を多く生み、そのあり方に批判が噴出

した点にある。現代化を標榜した各国の批判

に共通するのは、その教材が子供に教え込む

ことは多いが、彼らから「する」ことの楽し

みを奪っているという指摘であった。

[現代化は普遍の課題]　 社会変動に関係なく

保持すべき内容以外の、科学や社会の要請に

応えようとする現代化は常に課題である。例

えば、変動する社会を理解する手段としての

現代数学、コンピュータサイエンスのための

離散数学などである。この現代化にあたり失

敗の歴史から学ぶべきは、「科学の後追い」

を強いる伝達では十分でないこと。科学の問

直しを経た教育技術の裏づけが必要なこと。

そして何よりも、時代の要請に応えようとす

る教育の内側 ( 子供・親・教師）からの行動

が伴うことである。この、時代に適応しよう

とする行動もまた教育全般の現代化教育によ

って初めて実現するものであり、現代化が漸

次行わなければならない理由である。

　　　　　　　　　　　　　　（山岸昭則）
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